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物  質  名 ジクロロビス(η(5)-シクロペンタジエニル)チタン(IV) ＤＢ－21 
別  名 チタノセンジクロライド 構 造 式 

 

CAS番号 1271-19-8 
PRTR番号 － 

化審法番号 3-4343 

分子式 C10H10Cl2Ti 分子量 249.00 
沸点 － 融点 289℃1) 
蒸気圧 3.44× 10-6 mmHg（25℃、推定値）2) 換算係数 1 ppm = 10.18 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 4.64（推定値）3) 水溶性 2.65× 10-2（25℃、推定値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 腹腔内 LD50  60 mg/kg 5)  

 ラット 腹腔内 LD50  25 mg/kg 5)  
 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.0062、0.0125、0.025、0.05、0.1％の濃度で 2週間（5日/週）強制経口投与した結
果、0.1％群の全数及び 0.05％群の 6/10 匹が死亡した。0.0125％以上の群の雄及び 0.1％群の雌
で嗜眠、0.05％以上の群の雌雄で被毛の粗剛化、円背位姿勢、下痢、歩行失調、鼻の赤い分泌
物がみられた。0.0125、0.025、0.05％群の雌雄で体重増加の抑制を認め、0.05％群では実験開始
時よりも体重が減少した。0.0062、0.0125、0.025、0.05％群の雄及び 0.05％群の雌で前胃上皮の
過形成、腺胃の糜爛、潰瘍、0.05％群の雌雄及び 0.025 ％群の雌で腎症、0.05％群の雌雄で肝細
胞肥大、雄で多巣性の肝細胞壊死がみられた。また、0.0062、0.0125、0.025％群の雄で ALTの
上昇、0.0125、0.025、0.05％群の雌で ALTの上昇、総タンパク質量の減少に有意差を認めた 6) 。
この結果から、LOAELを 0.0062％（3.1 mg/kg/day相当。ばく露状況で補正して 2.2 mg/kg/day）
とする。 

・ラットに 0、0.0008、0.0016、0.0031、0.0062、0.0125％の濃度で 13週間（5日/週）強制経口投
与した結果、0.0125％群の雌で 1/10匹が死亡し、全数で痩せ、皮膚蒼白がみられ、2/10匹で呼
吸困難もみられた。0.0062％以上の群の雌雄で体重増加の有意な抑制を認め、雄では 0.0008％
以上の群で前胃扁平上皮の過形成や角質肥厚、腺胃の炎症、0.0031％以上の群の腺胃で過形成、
糜爛の発生率の増加、雌では 0.0125％群で前胃扁平上皮の過形成や角質肥厚、腺胃で過形成、
糜爛、炎症等の発生率の増加を認めた 6) 。この結果から、LOAEL を 0.0008％（0.4 mg/kg/day
相当。ばく露状況で補正して 0.29 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、0.0025、0.005％の濃度で 2年間（5日/週）強制経口投与した結果、0.0025％以上の
群の雄で生存率の有意な低下を認め、0.0025％以上の群の雌雄で異常な呼吸音、0.005％群の雌
雄で体重増加の抑制がみられた。また、0.0025％以上の群の雌雄の前胃でアカントーシスや過
形成、角質肥厚、腺胃で糜爛、線維増多、過形成等、肺でマクロファージの浸潤、肝臓で肉芽

腫性炎症、0.0025％以上の群の雄及び 0.005％群の雌の鼻腔粘膜で急性炎症、肺で急性炎症、肉
芽腫性炎症、0.005％群の雄の肝臓で好酸性変異細胞巣、混合型変異細胞巣の発生率の有意な増
加を認めた。なお、0.0025％以上の群の雌雄の肺、肝臓にはチタンと考えられる色素の沈着の
発生率の有意な増加も認められた 6)。この結果から、LOAELを 0.0025％（1.25 mg/kg/day相当。
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ばく露状況で補正して 0.89 mg/kg/day）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.0025、0.005％の濃度で 2年間（5日/週）強制経口投与した結果、0.0025％以上の
群の雌雄の生殖器官への影響はなかった 6)。 

・経口投与または吸入によるばく露経路の試験ではないが、下記の試験結果を参考として記載し

た。 
ラットに 0、30、60 mg/kg/dayを妊娠 8、10、12、14、16日のいずれかの日に腹腔内投与した結
果、30 mg/kg/day群では妊娠 10～16日、60 mg/kg/day群では妊娠 8～16日の投与で胎仔の有意
な低体重を認めた。また、30 mg/kg/day 以上の群の胎仔で口蓋裂、肋骨の変異（融合、フォー
ク状など）、中手骨や中足骨の骨化遅延の発生率の増加がみられた 7)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・皮膚や粘膜を刺激する。吸入すると有毒である 8) 。 
・抗がん剤開発のために、進行がんの患者 10人（男性 6人、女性 4人）を対象として本物質を投
与した臨床試験では、開始用量を 240 mg/m2（体表面積あたり） とし、初回の試験期間（3週
間）の 1、3、5日目に 80 mg/m2ずつ投与（計 240 mg/m2）した結果、3人で腎臓への影響（血
清クレアチニンの上昇、蛋白尿）、1 人で肝臓への影響（血液中のビリルビン、ALP の上昇）
がみられ、これらの影響は重い毒性と判断された。他にも、貧血、吐き気や嘔吐、食欲不振等

の副作用がみられた。このような状況から、用量を増やした試験は行われなかった 9)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 0.4 ㎎/kg/day（前胃の
扁平上皮過形成など）を採用し、ばく露状況で補正して 0.29 mg/kg/dayとし、LOAELであるため
に 10で除し、試験期間が短いことから 10で除した 0.0029 mg/kg/dayを暫定無毒性量等に設定す
る。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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